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１ はじめに：４日から特別日課がスタート ２ 町長、教育委員会、町議会議員の視察
７校時授業の特別日課がスタートしまし ６月５日（金）に、町長はじめ、教育委

た。前学年でやり残した学習内容の習得を中 員会（教育長・課長・主幹）、町議会議員の
心に、４日から１２日までの７日間をその時 皆さんが授業の様子を視察に来ました。特
間に充てます。毎日５教科を実施し、残りの に、「体育館やＧＳＳセンターを使っての授
２時間は他教科を行っています。 業がどのように行われているか」、また、「入
１年生は各教室ですが、２年生はＧＳＳセ 学してから間もない１年生がどのように学

ンターで、３年生は体育館で授業を行ってい 習しているか」を参観しました。生徒たち
ます。その目的は以下の通りです。 がしっかりと学習している様子や、工夫し
① ３密を防ぐ環境 た授業準備をして学習を進めている先生方
２、３年生は教室が狭いため、どうし に対し称賛の言葉をいただきました。校内

ても３密が避けられません。そこで、ＧＳ 施設も併せて確認していただきました。
Ｓセンターや体育館を使って、広く間隔を
とり授業します。

３ １年生の学習がスタート
入学後の３日は、学校の中の巡回し、使

② コロナウイルス感染の第２波による臨 い方を確認したり、学級の組織を作ったり、
時休校に備える 中学校生活について話を聞いたりしました。
今後第２波がいつくるかわからない中、 授業がスタートすると、初めはどの教科

先を見据え、今やれることと進められるこ も「評価の観点」「ノートの使い方」など、
と、そして学んでおいてもらいたいことを 教科ごとの約束ごとや成績をつけるポイン
実践してまいります。その１つはＩＣＴ機 トについてそれぞれの教科担任からお話が
器を使っての学習の学びです。 ありました。授業の様子を見ていますと、
２，３年生は一斉授業を行う中で、パワ 小学校で学んできたことをいかし、きちん

ーポイントを使って授業を進めるスタイ と定規をあてて線を引いている生徒もいま
ル、タブレットをミラーリングして、プロ した。深く、そして学習を定着させるため
ジェクターに投影し授業を進めるスタイ にはただ板書を写すだけの授業でなく、自
ル、また、オンライン授業を行うためのＺ 分の考えや友達との比較検討したことをノ
ＯＯＭの使い方等を学んでいます。 ート記述するなど、自ら学ぶ意識をもって

授業に臨んでくれることが大切です。自分
なりの学びのスタイルを早く構築し、充実
した学習ができるようになって欲しいです。



学校だより１号で紹介しました本年度の学校教育目標のグランドデザインです。


